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小説 

 

 玉川兄弟（文春文庫）  
江戸上水ものがたり 
杉本苑子（著）／文藝春秋／1994 年 

 
開 府 以 来 、 急 速 に 発 展 す る 江 戸 の 町 は 、 膨 れ 上 が る 人
口 を 支 え る た め に 、 新 た な 上 水 道 が 早 急 に 必 要 と な っ
た 。 そ の 建 設 工 事 を 請 け 負 っ た の は 、 庄 右 衛 門 と 清 右
衛 門 と い う 若 い 兄 弟 で あ り 、 二 人 は 工 事 を 指 揮 す る 関
東 郡 代 伊 奈 忠 治 の 知 遇 を 得 て 、建 設 工 事 に ま い 進 す る 。 
 
し か し 、 ほ と ん ど 平 坦 な 武 蔵 野 台 地 上 を 、 多 摩 川 上 流
か ら 江 戸 ま で 数 十 キ ロ の 水 道 を 通 す と い う 難 工 事 に 、
兄 弟 は 二 度 の 失 敗 を 余 儀 な く さ れ る 。 そ の 責 任 を と っ
て 、 伊 奈 忠 治 は 切 腹 。 庄 右 衛 門 兄 弟 は 深 い 悲 し み に 暮
れ 、 工 事 は 頓 挫 す る か に 思 え た 。  
 
そ の 時 現 れ た の は 、 知 恵 伊 豆 こ と 川 越 藩 主 松 平 伊 豆 守
信 綱 の 家 臣 で あ り 、 測 量 術 の 達 人 で あ る 安 松 金 右 衛 門
だ っ た 。 彼 の 協 力 の も と 、 ふ た た び 難 工 事 に 挑 む 兄 弟
は 、 多 く の 困 難 と 尊 い 犠 牲 を 乗 り 越 え 、 つ い に 羽 村 か
ら 四 谷 大 木 戸 ま で 43 キ ロ の 水 道 を 開 削 し 、江 戸 の 町 に
命 の 水 を 導 い た 。 370 年 前 の 玉 川 上 水 開 削 の ド ラ マ を
鮮 や か に 描 き 出 し た 不 朽 の 名 作 。  

 

本年は玉川上水が完成し、承応 3 年（1654）に
江戸市中への通水が開始されてから 370 周年に
あたります。それを記念して当館所蔵の関連資
料を紹介します。 
 

玉 川 上 水 羽 村 取 水 堰  

玉川上水通水 370 周年記念 

建設産業図書館所蔵 
 関連資料の紹介 
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 伊奈半十郎上水記 
 
松浦節（著）／新人物往来社／2002 年 
 
前 出 の『 玉 川 兄 弟 』の 作 中 で は 、工 事 の 責 任 を と っ て 切
腹 し た 関 東 郡 代 の 伊 奈 忠 治 。 実 は 切 腹 は フ ィ ク シ ョ ン
で あ り 、 伊 奈 家 の 先 祖 書 で は 承 応 2 年 6 月 27 日 に 病
死 と 記 さ れ 、本 作 で は そ れ を 踏 襲 し て い る 。ち な み に 、
「 郡 代 」 と は 広 域 の 幕 府 領 を 支 配 す る 代 官 の こ と を い
い 、関 東 郡 代 は 寛 政 4 年（ 1792）に 忠 尊 の 代 で 改 易 さ
れ る ま で 伊 奈 家 が 世 襲 し た 。  
 
そ れ は と も あ れ 、 本 書 は 忠 治 の 少 年 時 代 を 描 く 「 丸 山
陣 屋 の 少 年 達 」、忠 治 の 視 点 か ら 玉 川 上 水 開 削 工 事 を 見
た 「 伊 奈 半 十 郎 上 水 記 」 と い う 、 杉 本 苑 子 の 『 玉 川 兄
弟 』と は 違 っ た 側 面 を 捉 え る こ と が で き る 佳 作 で あ り 、
伊 奈 家 最 後 の 関 東 郡 代 と な っ た 忠 尊 の 「 最 後 の 関 東 郡
代 」を 合 わ せ 三 話 の オ ム ニ バ ス と な っ て い る 。第 26 回
歴 史 文 学 賞 受 賞 作 。  

史料 
  東京市史稿 水道篇（上水篇）第一 

 
東京市（編・刊）／1919 年 
 
『 東 京 市 史 稿 』は 、江 戸・東 京 の 歴 史 に 関 す る 史 料 を 年
代 順 に ま と め た も の 。「 水 道 篇 第 一 」 に は 玉 川 上 水 開 削
に 関 す る 章 が 設 け ら れ て お り 、 そ の 100 ペ ー ジ か ら
105 ペ ー ジ に 「 上 水 記 」 が 収 録 さ れ て い る 。  
 
「 上 水 記 」 は 寛 政 3 年 （ 1791） に 当 時 の 水 道 局 長 と も
い う べ き 普 請 奉 行 上 水 方 道 方 の 石 野 遠 江 守 広 通 に よ っ
て 編 纂 さ れ た 。 こ の 第 八 巻 に 玉 川 兄 弟 の 子 孫 に よ る 書
付 が 収 め ら れ て お り 、 玉 川 上 水 は 庄 右 衛 門 と 清 右 衛 門
の 兄 弟 に よ っ て 建 設 さ れ た と い う 通 説 は こ れ に よ る 。  
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た だ し 、こ の 書 付 は 玉 川 上 水 開 削 か ら 60 年 以 上 も 経 て
か ら 書 か れ て お り 、し か も 玉 川 兄 弟 の 子 孫 に よ っ て 、自
分 た ち が 水 道 料 金 の 徴 収 者 で あ る 正 当 性 を 幕 閣 に 対 し
て 説 く た め の も の な の で 客 観 性 に 乏 し く 、 そ の ま ま 信
頼 で き る 史 料 と は 言 い 難 い 。 編 纂 者 の 石 野 遠 江 守 で す
ら 、こ の 書 付 を 掲 載 す る 一 方 で 第 一 巻 の 概 説 部 分 に「 一
説 松 平 伊 豆 守 の 臣 何 某 か 考 ふ る 所 也 」と 記 し 、異 説（ こ
の 後『 玉 川 上 水 の 建 設 者  安 松 金 右 衛 門 』の と こ ろ で 説
明 す る ）が 存 在 す る こ と を 仄 め か し て い る 。そ れ は さ て
お き 、「 上 水 記 」 の 概 要 を 現 代 語 訳 で 紹 介 し て み た い 。 
 
「 玉 川 上 水 の 開 削 は 63 年 以 前 の 承 応 元 年 （ 1652） に
御 城 内 や 御 城 下 の 水 道 が 不 足 し た の で 、 私 た ち の 親 に
建 設 を 仰 せ つ け ら れ た 。 親 た ち は 多 摩 川 上 流 の 羽 村 よ
り 43ｋ ｍ ほ ど の 道 筋 を 選 び 、 委 細 を 絵 図 に 書 付 け て 提
出 し た と こ ろ 、 老 中 の 阿 部 豊 後 守 様 を 始 め と す る 幕 閣
の 方 々 が 現 地 を ６ 日 間 視 察 し 、 同 年 12 月 25 日 の 御 評
定 で 私 た ち の 親 に 建 設 を 仰 せ つ け ら れ 、 費 用 と し て ６
千 両 を 下 さ れ た 。翌 承 応 2 年（ 1653）年 4 月 4 日 よ り
工 事 に と り か か り 、 同 年 11 月 15 日 ま で に 四 谷 大 木 戸
ま で 堀 渡 し 、 滞 り な く 通 水 す る こ と が で き た 。（ 江 戸 市
中 へ の 通 水 開 始 は 承 応 3 年 （ 1654））。  
 
し か し 、先 に 下 さ れ た ６ 千 両 は 、高 井 戸 あ た り ま で 掘 っ
た 段 階 で 尽 き て し ま い 、資 金 不 足 を 盛 ん に 訴 え た が 、上
水 道 が 完 成 し た ら 悪 い よ う に は し な い の で 、 ま ず は お
前 た ち の 裁 量 で 成 し 遂 げ て 欲 し い と 言 わ れ た 。 そ う し
て 2 千 両 餘 を 工 面 し 、 さ ら に 町 屋 敷 3 か 所 を 売 っ て な
ん と か 工 事 を 完 成 す る こ と が で き た 。  
 
親 ど も は そ の 功 労 に よ り 、 玉 川 上 水 御 役 を 永 代 仰 せ つ
け ら れ 、二 百 石 分 の 扶 持 を い た だ き 、玉 川 の 名 字 と 帯 刀
を 許 さ れ た 。  
 
し か し 、上 水 の 開 削 で 資 金 を 使 い 果 た し 、二 百 石 分 の 扶
持 で は 足 り ず 、 そ の う え 羽 村 の 取 水 堰 の 修 復 な ど に
年 々 出 費 が か さ む こ と を 申 し 上 げ た と こ ろ 、 上 水 を 使
用 す る 武 家 や 町 方 か ら 水 道 料 金 を 徴 収 す る こ と が 許 さ
れ た 。  
 
と こ ろ が 、そ の 後 、半 分 の 水 道 料 金 で 役 目 を 替 わ り た い
と い う も の が 現 れ た の で 、 建 設 の 経 緯 を 述 べ て 他 の 者
の 出 る 幕 で は な い こ と を 訴 え た と こ ろ 、 ご 理 解 い た だ
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い た が 当 分 の 間 は 元 の 三 分 の 二 の 料 金 で 勤 め る よ う に
と 申 し 渡 さ れ 、 迷 惑 し て い る 。」  
 
そ の 後 、兄 弟 の 子 孫 は 賄 賂 を 受 け 取 り 、水 量 や 工 事 の さ
じ 加 減 を し て い る と 噂 を た て ら れ 、 役 目 を 取 り 上 げ ら
れ て し ま う の だ が 、 上 記 の 書 付 か ら も に じ み 出 て い る
と お り 、既 得 権 益 は 人 を 欲 深 く し 、さ ら に は 心 を 狂 わ せ
て し ま う の か も し れ な い 。  
 
そ れ は さ て お き 、本 書 に は「 上 水 記 」の ほ か 、関 東 郡 代・
伊 奈 家 代 々 の 先 祖 書 も 採 録 さ れ て お り 、 玉 川 上 水 に 関
す る 基 礎 資 料 と し て 見 逃 す こ と が で き な い も の で あ
る 。  

論考 

 

 玉川上水論集Ⅰ 
羽村町史史料集第八集 
羽村町教育委員会（編・刊）／1982 年 
 
玉 川 上 水 の 取 水 口 が あ る 羽 村 町 が 刊 行 し た 論 考 シ リ ー
ズ の 第 ８ 集 。玉 川 上 水 に 関 す る 基 本 的 、代 表 的 な 研 究 論
文 を 収 録 し た も の 。  
 
総 論 と し て は 、「 江 戸 の 上 水 」（ 堀 越 正 雄 ）、「 玉 川 上 水 の
沿 革 」（ 鷹 見 安 二 郎 ）、「 江 戸 の 水 道 制 度 」（ 伊 藤 好 一 ）が
あ り 、 江 戸 の 上 水 道 お よ び 玉 川 上 水 の 概 説 を 俯 瞰 で き
る 。  
 
各 論 は 地 理 的 状 況 を 論 ず る 「 玉 川 上 水 と 武 蔵 野 台 地 」
（ 竹 内 常 行 ）、「 玉 川 上 水 と そ の 分 水 」（ 矢 嶋 仁 吉 ）。玉 川
兄 弟 の 出 自 を 探 る「 玉 川 上 水 道 兄 弟 の 出 生 地 に つ い て 」
（ 稲 村 坦 元 ） な ど が 収 録 さ れ て い る 。  
 
坂 上 洋 之 の「 玉 川 上 水 考 」に は 、『 東 京 市 史 稿  水 道 篇
第 一 』の 項 で 紹 介 し た「 上 水 記 」の 内 容 解 説 と 、子 孫 た
ち の 顛 末 が 簡 潔 に 説 明 さ れ て い る の で 、 併 せ て 読 ん で
い た だ き た い 。  



 

THE CONSTRUCTIN INDUSTRY LIBRARY 

 

 

 玉川上水の建設者 安松金右衛門 
 
三田村鳶魚（著）／電通出版部／1942 年 

 
玉 川 上 水 の 開 削 は 、 庄 右 衛 門 と 清 右 衛 門 の 玉 川 兄 弟 に
よ っ て 成 し 遂 げ ら れ た と い う の が 通 説 だ が 、 一 方 で は
玉 川 兄 弟 は ２ 度 も 工 事 に 失 敗 し 、 ３ 度 目 に 玉 川 上 水 総
奉 行 を 務 め た 松 平 伊 豆 守 信 綱 の 家 臣 で あ る 安 松 金 右 衛
門 の 計 画 に よ っ て 、よ う や く 成 功 し た と す る 説 が あ る 。 
 
こ れ は 昭 和 9 年（ 1934）に 江 戸 研 究 家 の 三 田 村 鳶 魚 が
紹 介 し た「 玉 川 上 水 起 元 並 野 火 留 分 水 口 之 訳 書 」（ 以 下 、
玉 川 上 水 起 元 ）に よ る も の で 、通 説 と 相 反 す る も の と し
て 議 論 の 対 象 と な っ て い る 。  
 
「 玉 川 上 水 起 元 」に よ れ ば 、玉 川 兄 弟 は 現 在 の 羽 村 取 水
堰 よ り 約 15km 下 流 の 府 中 用 水 取 水 口（ 東 京 都 国 立 市 ）
か ら 多 摩 川 の 水 を 引 き 入 れ る 計 画 を 立 て た が 、 水 が 流
れ な く な り 失 敗 し た と あ る 。 こ の 水 が 流 れ な く な っ た
場 所 が 、東 郷 寺 門 前（ 東 京 都 府 中 市 ）の 小 さ な 坂 だ と い
い 、地 元 で は 字（ あ ざ な ）の 金 尻（ か な し り ）を 捩 っ て
「 悲 し い 坂 」 と 呼 ぶ よ う に な っ た と 伝 え ら れ る 。  
 
さ て 、 こ の 失 敗 に よ り 今 度 は 取 水 口 を 更 に 上 流 へ と 移
し 、羽 村 取 水 堰 か ら 2km ほ ど 下 っ た 福 生 村 地 内（ 東 京
都 福 生 市 ） の 多 摩 川 河 畔 か ら 四 谷 大 木 戸 ま で の 上 水 堀
を 完 成 さ せ た 。し か し 、い ざ 通 水 し た と こ ろ 熊 川 村 地 内
（ 福 生 市 熊 川 ）で 水 が 残 ら ず 地 中 に 吸 い 込 ま れ 、そ の 先
へ は 全 く 流 れ な く な っ た 。 そ の 為 、 こ の 土 地 は 水 喰 土
（ み ず く ら い ど ）と 呼 ば れ る よ う に な り 、現 在 で も 失 敗
し た 玉 川 上 水 の 堀 跡 と 伝 え ら れ る 窪 み が 、 拝 島 駅 北 西
の JR 青 梅 線 と JR 八 高 線 に 挟 ま れ た 「 み ず く ら い ど 公
園 」内 に 残 っ て い る 。水 喰 土 に つ い て は 文 献 に よ る 研 究
だ け で は な く 、 地 質 学 的 に も 調 査 が 行 わ れ た が 真 偽 の
確 証 は 得 ら れ て い な い 。  
 
本 書 は 、 こ の よ う な 「 玉 川 上 水 起 元 」 の 記 述 を も と に 、
鳶 魚 流 の 解 釈 で 安 松 金 右 衛 門 こ そ 真 の 玉 川 上 水 開 削 者
で あ る こ と を 、 一 般 向 け に 縷 々 述 べ た も の で あ る 。  
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 江戸上水の技術と経理 
玉川上水留：抄翻刻と解析 
榮森康治郎 等（編著）／クオリ／2000 年 
 
本 書 で は 、 江 戸 時 代 後 期 の 玉 川 上 水 の 工 事 記 録 で あ る
「 玉 川 上 水 留 」を 基 礎 資 料 と し て 、玉 川 上 水 の 維 持 管 理
が ど の よ う に 行 わ れ た か を 解 明 し 、 さ ら に 玉 川 上 水 が
江 戸 の 環 境 浄 化 ・ 美 観 形 成 に 果 た し た 役 割 を 維 持 管 理
技 術 と の 関 連 で 明 ら か に こ と を 目 的 と す る 。  
 
「 玉 川 上 水 留 」 は 、 国 会 図 書 館 に 所 蔵 さ れ る 全 119 分
冊 か ら な る 史 料 で あ り 、 玉 川 上 水 が 創 設 さ れ て か ら 約
180 年 後 の 天 保 ４ 年（ 1833）か ら 明 治 ３ 年 ま で の 工 事・
維 持 管 理 な ど の 記 録 で あ る 。  
 
第 ２ 章 の 肥 留 間 博 の「 玉 川 上 水 留 」お よ び「 神 田 上 水 留 」
の 史 料 解 説 で は 、全 冊 の 目 録 を 。ま た 巻 末 に は 抜 粋 し た
５ 件 （ １ 件 の 史 料 が 、国 会 図 書 館 で は 分 冊 さ れ て お り 、
そ の 冊 数 で い え ば １ ７ 冊 分 に あ た る ） の 翻 刻 も 掲 載 し
て い る 。  

 

 

 

 玉川上水論集Ⅱ 
羽村市史料集八 
羽村市郷土博物館（編・刊）／2003 年 
 
『 玉 川 上 水 論 集 Ⅰ 』 が 発 行 さ れ た 後 に 発 表 さ れ た 論 文
を 収 録 し た 続 刊 。 玉 川 兄 弟 の 子 孫 が 書 き 上 げ た 『 上 水
記 』お よ び 、玉 川 兄 弟 で は な く 安 松 金 右 衛 門 こ そ 真 の 玉
川 上 水 開 削 者 と す る『 玉 川 上 水 紀 元 』と い う 相 反 す る 内
容 の 史 料 の 解 題 「 上 水 記 ノ ー ト 」「 玉 川 上 水 紀 元 再 見 」
（ 保 坂 芳 春 ）。『 江 戸 上 水 の 技 術 と 経 理 』の 編 著 者 で あ る
神 吉 和 夫 と 榮 森 康 治 郎 の 玉 川 上 水 の 構 造 と 設 計 お よ び
維 持 管 理 体 制 と 経 理 に 関 す る 論 考 な ど か ら な る 。  
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基礎資料 
 

 

 新多摩川誌 全７巻 
 
新多摩川誌編集委員会（編著）／河川環境管理財団／2001 年 
 
1986 年 に 刊 行 さ れ た『 多 摩 川 誌 』（ 全 ５ 巻 ）の 増 補 改 訂
版 。 本 編 （ 上 ・ 中 ・ 下 ）、 写 真 ・ 図 集 、 統 計 ・ 資 料 、 文
献・目 録 、年 表 、お よ び 別 巻 と し て 手 軽 に 多 摩 川 に 関 す
る 概 要 を つ か め る『 超 要 約   新 多 摩 川 誌 』の 全 ７ 冊 か ら
な る 。  
 
玉 川 上 水 の 水 源 と な っ た 多 摩 川 の 自 然 、治 水 、利 水 、川
の 空 間 利 用 、 社 会 生 活 史 、 民 俗 、 流 域 の 経 済 と 都 市 化 、
河 川 環 境 、 21 世 紀 の 課 題 ご と に 記 述 す る 基 本 資 料 で あ
る 。  

 

歩いてみよう  
 

 

 玉川上水散歩マップ（改訂版） 
 
羽村市郷土博物館（編）／羽村市教育委員会／2002 年 
 
玉 川 上 水 を 歩 い て み よ う 。上 水 の 沿 線 に は 、歴 史 や 自 然
が 満 ち 溢 れ て い る 。取 水 堰 が あ る 羽 村 に は 、特 殊 な 形 に
掘 ら れ た 五 ノ 神 マ イ マ イ ズ の 井 戸 が 。ま た 、羽 村 取 水 堰
付 近 に は 玉 川 兄 弟 の 銅 像 が あ り 、 桜 の 季 節 に は 桜 ま つ
り が 開 催 さ れ る 。  
 
取 水 堰 か ら 下 流 へ 歩 く と 、 JR 拝 島 駅 手 前 に は 玉 川 上 水
掘 削 の 2 度 目 の 失 敗 の 原 因 と な っ た と 伝 わ る 「 み ず く
ら い ど 公 園 」 が あ る 。  
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こ こ で 拝 島 駅 か ら 帰 宅 す る の も い い が 、 玉 川 上 水 を 少
し 外 れ て 「 福 生 の ビ ー ル 小 屋 」 に 寄 っ て み る の も い い 。
石 川 酒 造 の ク ラ フ ト ビ ー ル と つ ま み に ピ ッ タ リ の イ タ
リ ア 料 理 が た の し め 、 店 舗 内 の 敷 地 に は 小 さ な 流 れ が
あ り 、 時 に は 鮎 が 泳 ぐ 姿 を 見 る こ と が で き る 。  
 
ビ ー ル で 英 気 を 養 い 、 さ ら に 進 む と 西 武 鉄 道 の 玉 川 上
水 駅 を 過 ぎ た あ た り に 小 平 監 視 所 が あ る 。 実 は 上 水 道
と し て の 玉 川 上 水 は 、昭 和 40 年 に こ こ ま で で 役 目 を 終
え て お り 、こ れ よ り 下 流 は 昭 和 61 年 の 清 流 復 活 事 業 に
よ っ て 高 度 処 理 水 が 流 さ れ て い る 。  
 
ま だ 歩 け る な ら 都 立 小 金 井 公 園 ま で 行 っ て み よ う 。 園
内 の「 江 戸 東 京 た て も の 園 」に は 歴 史 的 に 価 値 が 高 い と
さ れ た 建 築 物 が 移 築 保 存 さ れ て お り 、 江 戸 時 代 の 農 家
は も と よ り 、著 名 な 建 築 家・前 川 國 男 の 自 邸 な ど を み る
こ と が で き る 。  
 
さ て 、 取 水 堰 か ら 小 金 井 公 園 ま で ざ っ と 見 ど こ ろ を 紹
介 し た が 、こ こ ま で の 上 水 沿 線 は 、か つ て の 武 蔵 野 を 彷
彿 と さ せ る 雑 木 が 植 え ら れ 、季 節 の 花 や 動 物 、運 が よ け
れ ば 清 流 の 宝 石 と よ ば れ る カ ワ セ ミ を 見 る こ と も で き
る 。 地 図 を 片 手 に ぜ ひ 歩 い て み て 欲 し い 。  
 


